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昭和24竿5月18日第3種郵便物包可・天文月報第48巷第5号附録・昭和30年 4月却日発仔
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春年学文天本

日時: 1955 W 29 (金)， 30 (土)， V 1 (日〉

場 所: 東京大学(本郷〕及び科学博物館ι上野)

0一般講演及び総会 :理学部別館

。シンポジゥム

位置天文学

天体物理学

。懇親

。公開講

理学部1号館110号室

" 11 233号室

山上会議所

科学博物館講堂

A. 
Zヨ主

演
位
門

第 1日 岳月 29 日(金〉 午前 9時より
【午前の部】

1.斎藤国治・秦茂(東京天文台):天文に応用されている写真材料の分光感度の調査

2.片山 昭〈神戸海洋気象台)・豊田耕三(甲南大学):
星のシンチレーシ.ヨンについて([v) ・・・・・・~. .. .. .... .. .... .... .. .... .. .. .. .. .. . .10 

3.古畑正秋・富田弘一郎・北村E利・回鍋浩義・中村強(東京天文台):
冥王星の変光について・..， .. .. ，. .. .. " ，. .. .. .. .. .. .. .. .• " .. .. .. .. .. .. .. .， .. .. .. 5 

4.下保 茂(東京天文台):ー新変光星の調査報告(1 ) .. .. .. .. .. ，." .. .. .... .. .. .. .. .・・・10

5.北村E利・中村 強〈東京天文台):特異近接食連星 BHVirについて・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
6. 川畑周作(京大理):( Aurの大気について ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ φ ・・ 7 
7.細川良1E'C山形犬理):主系列星の周辺誠光係数について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
8.守山史生〈東京天文台〉・・三沢邦彦(香川大学):60Mc/s干渉計について・・・・・・・・・・・・・・ 7'
9. 田中春夫・柿沼隆清(名大昼電研究所):4000 Mc/sにゐげる静かな太陽面上の輝度分布・・10

10.畑中武夫・鈴木重雑・土屋淳〈束京天文台): 
200 Mc/s太陽電波パーストの偏波についτ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

11.高倉達雄〈東京天文台):偏波パーストの発生機構について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
12. q ( " ):火薬爆発に伴って生十る電波雑音 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
13. 服部 昭・柿沼正二(京大理):電波星について ・・・・・・・・・ φ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

【午後の部】
14.馬場斉・束康一・小沢達(東京天文台): 

シーロスタット用光電追尾装置の試作について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

15.長沢進午・林利和・山口:喜助( 11 ): 

コロナ緑線強度と黒点との関係について・・・・・・・・・・・・・・・・.......................・・・・・・ 7

16.野附誠夫・中込慶光・深津E銭( " ): 
黒点極小期附近のコロナ強度と地磁気擾乱との関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

17.難波 収(大阪学芸大):閃光スベクトル線の絶対強度スケーんについて..，."....，...10 

18. 宮本正太郎(京大理):吸収線輪廓と光球の構造 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 
19.上野季夫( " ):確率函数による輸達方程式の解にづいて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
20.斎藤澄三郎 ( 11 ):B2型星のモデル大気にてコいて ・・・・・・・・・・.......・・・・・・・・・・・・・ e ・・ 7

21. 藤田良雄(束大理)..赤色炭素星について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
22，須田和男(東北大理):対琉平衡設をもっ星のモデルについて・・・・・・・・，....." ，.... ，10 

【シンポジゥム】 午後の講演終了後 (3時頃より〉

位置天文学ジンポジゥム

須川 力(緯度観測所):位置天文民主まける天文屈折に関する問題について

実体物理学シンポジゥム

稲場文男(東北大理):太陽大気の運動について

高倉達雄(東京天文台):太陽電波の発生機構

分

7 

./ ......-.r.../"..F 一一一一--~，，----~-----，，-



む手，._" ~:，::~::~.酷うわ巾庁官キ帯韓請薄芦鴻締翠・トJす-一「
『ワ九 W:~: :.~i"..i-~?_~r:ー‘Jええ:.~7. ~ご

'
E
F境脅し
-
r一

【午前の部】 介

23.足立 巌〈大阪工試):20吋シュミット補正板の表面検査について・・・-.・・・・・・・・・・・・ a ・・ 5

24.小林義JE(京大理):Faksカメラを改良した新光学系の設計にてついて・・・・・・・・・・・・・・ 7

25.松本淳逸〈東京天文台):印宇グロノグラフ ・・・・....ー.. .. ~・" .ぇ・・・・・・・・・.!...........5 

26.飯島重孝・加藤義名(東京天文台):

遠距離無線報時電波のドップラー効果測定装置について・・......-....... -......... ..10 

27.飯島重孝・河野 昇( ff ):  PZT操縦用音片時計について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

28.飯島重孝( " ):三鷹・ワシントン聞の時刻観測の系統差について............10 

29.飯島重孝・岡崎滑市( 11 ): 

ワシント yの時計， 観測から求めた地球自転の季節的変化・・・・・・・・・・・・・・・・.・・・・・・・・・・10

30.宮地政司( If ):自転時と原子時との比較.....................................・10

31.畑 隆一・伊藤精二:1954年日本天文研究会員による掩蔽観測・・・・・・・・・…・・・..・・・・・・ 5

32.広瀬秀雄・富田弘一」郎(東京天文台):四分儀座流星群について ・・・・・・・・・・・・・・・・......7 

33.村山定男〈国立科学博物館〕・斎藤馨児:流星塵の採集について ・・-.・・・・・・・・・・・ p ・・・・・・10

34.村上忠敬〈広島大学):年聞に長げる流星群出現の概況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
35. fI ( " ):流星毎時数の年周告よび日周変北の理論......................10 

午前 9時より日‘(とと)4 月 30第 2日

【午穫の部】

36. 中野三郎 C東京天文台): 月の子午繰観測 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 
37.虎尾E久( n ): PZT観測に対する月の影響..............................10 

38.植前繁美(緯度観測所): 

水沢に烏ける新旧両天頂儀による緯度の同時観視i防果について・・...........・・・・・・・・・・10

39. 後藤 進( /1， ):浮静夫頂儀の振動について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

40.弓 滋( " ):再び closingsumについて・・............-....... -....... -.10 

41. 高木重次( If ):水沢の確定程度について (1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

42. が ( " ):星の視位置計算に烏ける注意 CV)・・・・・・・・・・・・・・.，...........10 

43. 竹内端夫(東京天文台):暦表時による小惑星計算 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8
44.古在由秀( H ):土星の内衛星の運動・・・・..................................10 

45.関口直甫( " ):地球の接の粘性の極運動に及ぼす影響について・・..........・・10

46.荒木雄豪(京大理):Bravaisの方法による太陽運動の決定・......'..................... 8 

47. 菊池定衛門(東北大理):ヂ錐形恒星集団の平均運動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

48.高瀬文志郎〈東京天文台):銀河系にゐける密度分布にヲいて ・・・・・・・い・・・・・・・・・・・・・・・10

49.成相秀一〈広島大理論物理研究所):宇宙物質分布の平均化について ・・・・・・・・・・・・・・・・10

午後 0時 30分より日生月 30【日本天文学会総会】

午後の講演柊了後 (5時半頃より〉【懇親会】

午後 1時 30分より(日〉日1 月5 第 3日

(上野科学博物館〉

06月 20 日の皆既日食について・・・・・・・・・・・・・・・ φ ・・・・・・・..・・・・・・・・・・・末元善三郎氏

。暦表時について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宮 地 政 司氏

演講開/，¥. 4 




